ワイヤレステレビチューナ 

セットアップガイド 



ワイヤレステレビチューナはデジタル放送を 
受信して無線 LAN で送信する機器です。 

本書ではデジタル放送をタブレット端末で視聴でさるまでの手順を説明し 
ています。かならず本書を読んでから正し < 安全に使用して < ださい。 

また、本書は読んだあとを大切に保管しておいてください。 


はじめに 


お使いのアンテナはデジタル放送に対応していますか？ 

-地上デジタル放送を受信するには UHF アンテナが尼、要です。 

•目 S / CS デジタル放送を受信するには対応のパラボラアンテナの設置がお便です。 

※マンションなどの集合住宅にお住まいの場合や、共同受信施設のときは、管理者または管理会 
社にお問い合わせください。 

※ケーブルテレビで受信する場合、デジタル放送に対応していればアンテナの設置は不要です。 
放送ち式びパススルーち式であることを確認してください。 

チューナは下の点にま意して設置してください 

-デジタル放送の視聴は、本製品の電波が届く範囲内で巧能です。 

-受信する場所によっては映像が乱れたり、受信でをなかったりする場合があります。 

-電子レンジやラジオなどの電波を発生する機器の近くでは、映像が乱れる場合があ 
ります。 

-本体の上に物をのせないでください。放熱が不十分になり、故障や変形の原因にな 
るおそれがあります。 


内容品の確認 _ 

□チューナ X1 DAC アダプタ X1 




※側面に保護フイルムび貼られています。 

ご利用の前に保護フイルムをはびして 
<ださい。 

□min 旧- CAS カード x 1 
(使用許諾契約書添付） 

□無線 LAN に関するご注意 X 1 
(シール） 

gf セットアツプガイド（本書） X1 


□電源ケーブル X1 



アンテナケーブル、 LAN ケーブル、録画用八ードディスクは 
付属していません。別途準備してください。 


各部の名称と機能 


かな5ずチューナとルータを接続してください 

ま組表の表示、予約録画と遠隔予約 （ U モート予約）の登録は G ガイド.テレビ王国 
のホームぺージから行います。チューナとルータ（または無線ルータ）を接続してイ 
ンターネットに接続できる環境にしてください。 

録画機能の使用にはノ ドディスクが必要です 

録画データを保存するために、外付けのノ ハードディスク(市販品)を準備してください。 

※ノ、ードディスクを接続しない場合でも、デジタル放送の視聴はできます。 



接続イメージ 


セットアップガイドにしたびって接続したとさの接続例です。 

※タブレツト端末とた-漏ますベて市販品です。 ルータ 


タブレツト端末 


チューブ 


LAN ケーブル 



インターネット 
•番組表 
-予約機能 



((«»)) 

無線 LAN 



LAN ポートびないルータや、 
J レータと壁面アンテナ端テび離 
れすざている場合、無線 LAN 
で接続することわでさます。 
※無線 LAN 対応のルータをお使 
いの場合に限る 



リセットポタン 

システムエラーの発生時やチューナ本体を初期化したいとさに使用します。 

AC アダプタと電源ケーブルび接続されている状態で、つまよラじなどを使って 
] 日秒し U 上押し、無線 LAN ランプび緑に点滅したら U セット完了です。 

※先端び鋭利なわのを使ったり、強<押したりしないで<ださい。 



min 旧 - CAS カード挿入 □ 
LAN ポート 

《 ] OBASE - T /] 00 BASE-TX 

USB 

※八ードディスク接続用です。 


拡張用の USB です。現時点では使用でさ 
ません。カバーをはずさないでください。 
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外付けハードディスクく^^ 

りが 


録画番組の保存 


壁面のアンテブ端子 


アンテナケーブル 




デジタル放送 
の受信 


製品仕様 


接続方式 

IEEE 802.11 a / b / g/n 

周波数帯 

2.4 GHz 帯/已 .2 GHz 帯 

セキュリティ 

WPA 2- PSK ( AES ) 

電源 

AC ] 0 OV 己 OHz / 巳 OHz 

消費電力 

最大 19 W 

受信放送 

地上デジタルテレビ放送 （ ISD 目- T )、 ケーブルテレビ 
( C 13 〜 C 目 3) パススルー対応、目 S デジタル放送 
( ISD 目- S )、] ] 0度 CS デジタル放送 （ ISDB - S ) 


インターフエース 地上デジタル/目 S デジタル/ I ]0度 CS デジタル混合 

アンテナ端モ （ F 型コネクタ）、 min 旧- CAS 力ード挿入□、 
LAN ポートリ0目 ASE - T /] 00目 ASE - TX )、 電源ポー 
卜 （ DC 入力)、 US 目 （ A タイプ） X 2(外付け八ードデイ 
スクドライブ用/拡張用） 


対応ノ V— ドディスク容量 

最大 2.0 TB 

がお寸法 

約] 70 mm ( W ) X ] 已0 mm の） x 41.已 mm ( H ) 
(突起部を除 <) 

質量 

約360邑 

使用温度節囲 

温度：已で〜3己む 

湿度：10〜80% RH (結露なさこと） 

-本製品は技術基準適合証明を受けた特定無線装置を内蔵しています。 


-本製品は、社団法人電波産業会 ( ARIB ) び定める規格に準拠した仕様になっています。 

将来、規格の変更びあった場合は、予告なしに仕様を変更する場合びあります。 

-この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的 
としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして<だ 
さし、 ( VCCI - B ) 

-仕様およびが観は、性能向上やその他の理由で予告なく変更される場合びあります。 


D チューナとケーブル類をつなぐ 


1 • min 旧- CAS 力ードを台紙か5取り出して、 
チューナ本体の挿入□にさし込みます。 





min 旧- CAS 力ード 


カード挿入□の突起部分と 
カードの端がそろラところで 
止める 


rminiB-CASJ と書かれた面が上 


切り欠さが手前 


主意 


■miniB-CAS 力ードは、挿入方向びミ夫まっています 

かならず図の方向でさし込んでください。誤った方向でさし 
込むとデジタル放送の視聴びでさません。また、無理に押 
し込むとカードび抜けな<なったり、チューナ本体び破損し 
たりするおそれびあります。 

■min 旧- CAS 力ードの取り出し方 

抜くとさは指でつまむか、ピンセットなどでカードを傷つ 
けないよラにして引さ出してください。 


X さし込みすざ 



X さし込み不足 



2 - LAN ケーブルをルータや LAN 用ノ \^ブなどの 
LAN ポートと接続します0 



ルータに LAN ポートがない場合や、ルータと壁面のアンテナ 
端子が離れすざている場合 

お使いのルータび無線 LAN 対応であれば、 LAN ケーブルを使用せず 
に、無線 LAN で接続することびでさます。 

くわしくは、接続と初回設定まで完了してから裏面の「チューナとルー 
夕を無線 LAN で接続するには、動作モードの変更び必要です。」を参照 
して < ださい。 

※番組表の表示や予約機能の使用にはインターネット環境び必要です。かならずチューナと 
ルータを接続してください。 


4 •アンテナケーブルを接続します。 



アンテナ端モ 
(地上 . BS . CS ) 


※己 S / CS パラボラアンテナへの電源供給 
には対応していません。市販の電源供給器 
などを利用して < ださい。 


—壁面のアンテナ端子が分かれている場合 


壁面のアンテナ端テび、地上デジタル放送と目 S / CS デジタル放送で 
分かれているとさは、混合器（市販品）を使って接続してください。 



—テレビも同時に接続する場合- 

ご使用になる環境に合わせて、市販のアンテナケーブルや、分配器などを 
用意してください。 



アンテナケーブルを3本と 
分配器を用意してください 


※壁に混合アンテナ端子 （UHF • BS • CS ) び複数 
ある場合は分配器は不要です。くわしくは、お近 
くの電器店などにお問い合わせください。 

※分配器を使用すると、受信感度び低下する場合び 
あります。 


3 • 外付け八ードディスクを接続します。 


八ードディスクを用意してください 

録画には別売の外付け八ードディスクを接続する必要びあります。八ード 
ディスクの接続は機器の取扱説明書の手順にしたびって行ってください。 
使用できる八ードディスクについては、下記の URL を参照してください。 


対応八ードディスクについて： http://121ware.com/lt/hdd/ 


※対応八ードディスクけ外での動作保証はいたしかねます。 

※八ードディスクはチューナの電源プラグをはずしている状態で接続してください。 
※はじめてチューナに接続する八ードディスクは、アプ U 上で初期化する必要びあります。 
《 USB 八ブで同時に複数の八ードディスクを接続しての使用はでさません。 

※八ードディスクを接続しない場合でち、デジタル放送の視聴はでさます。 


5 - AC アダプタと電源ケーブルを下記の順に接続し 
ふ 9 〇 



手順の途中でコンセントにつないでしまった場合 

電源プラグとコンセントはかならず最後に接続してください。 
先に接続してしまった場合は、電源プラグをコンセントから 
抜いて、再度接続してください。 




























































































































































且ネットワークの設定 

①タブレット端末のアプリー覧^□から[設定]をタップします。 

⑨ [ Wi - Fi ] をタップして、 [ ON ] になっていることを確認します。 

③ rwi - Fi ネットワーク」で、チューナ本体に記載されている rssiD 」 と同じ 
夕字列を選びます。 




④パスワードを入力して、[接続]をタップします。 

※パスワードは、チューナ本体の 「KEY」 の文字列を入力してください。 

⑥ネットワーク名の下に r 接続済み」と表示されたら接続は完了です。 


回アプリの初回設定 


①タブレツト端末のアプリー覧^□をタップします。 


②[テレビ設定] [^1 をタップします。 

^デジタルテレビチューナの検索び開始されます。 


③ 検索が完了したら[次へ]をタップします。 

^チャンネ>1レスキヤン画面び表示されます。 


チューナが見つからなかった場合 


取扱説明書は、 
画面ち上の？を 
タップずると表示 
されまず。 


接続や設定の確認画面び表示されます。デジタルテレビチューナの接続やネット 
ワークの設定に問題びないか確認してから次へ進んでください。解決でさないとき 
は、「テレビ設定」の取扱説明書を参照して < ださい。 


A - ドディスクを接続している場合 

八ードディスクの初期化のメッセージび表示されます。 [0K] をタップして初期化を 
開始して < ださい。 


④[ご利用の地域]をタップして、地域を選択します。 

⑥[スキャンする放送波]をタップして、[すべて]を選びます。 

⑥ [スキャン開始]をタップします。 

⑦ メッセージを確認して [0 口をタップします。 

チャンネルスキャンび開始されます。 

⑧ スキャン結果が表示されたら、[設定完了]をタップします。 

->r テレビ設定」は終了してホーム画面に戻ります。設定は上で完了です。 


A 注意 

チユーナとルータを無線 LAN で接続するには、 

動作モードの変更び必要です。 

初回設定を完了してから、動作モードを「ステーシヨンモード」 
に変更する必要びあります。くわしい操作方法は「テレビ設定」 
の取扱説明書（画面で見るマニュアル）を参照してください。 



デジタル放送の視聴はタブレツト端末のアプリー覧の 「 DiXiM 」 から、 
番組表や予約録画の登録、チューナについての設定は r テレビ設定」か5 
行ってください。 


テレビ設定の取扱説明書 

デジタル放送の受信や、テレビ設定の 
くわしい内容は「テレビ設定」の取扱説 
明書を参照して < ださい。 



安全上のご注意 


使用上のご注意 


本書では、本製品を安全にお使いいただくために、かな5ず守っていただきたい事項を！;(下の表示と図記号で説明しています。 


警告表示 

誤った取り扱いによって生じる危害や損害の程度を！; TF の表示で分類しています。 


A 警告 

人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示しまず。 

A ミち意 

人び軽傷を負う可能性び想定される内容、および物的損青の発生び想定される内容を示しまず。 


図記号 

守っていただく内容の種類を示しています。 

(\)：一船禁止、その行為を禁止しまず。〇：使用者に巧して指示に基づ<行為を強制ずるちのでず。 


A 警告 


(\)本製品の分解-改造は絶巧にしなし、。 

心陪わ J - バ咸重 A H ■わ'くの臣田し—わ； 


火災や故障および感電やけびの原因になるおそれびあり 
ます。また、無線機器を分解して使用すると、法律で罰せ 
られることびあります。 


(\) ly 下のような場所には設置しない。 

• 直射日光び当たったり高温になったりずる場所 
• 熱器具の近<などで高温になる場所 
• 風通しの悪い場所 
• 水や湯気などびかかる場所 
• ほこりや、湿気、油煙のをい場所 
• 可燃性、爆発性、引乂性のガスびある場所 
• 粉じんび発生ずる場所 
• 振動や衝撃のある場所 
• 傾斜しているなどで不安定な場所 
• 船舶や自動車などの乗り物の中 
• ルさなお子様の手び届<場所 


火災や故障、感電および転倒や落下などによるけびの原 
因になるおそれびあります。 


O miniB - CAS 力ードを本体か5はずしている場合は、 
カードを乳幼巧の手の届かない場所に保管する。 


© 故障や事故によるけびを防ぐため、下のことを守る。 
• 内部に指や物を入れない 
• 熱器具に近づけたり、破損させたりしない 
• 水につけたり、濡5したりしない 
• 重い物をのせたり、強い衝撃を与えたりしない 
• 上に物を被せたりして本体の通風孔をふさびない 
乂災や故障および感電やけびの原因になるおそれびあり 
ます。 

0 他ちのま全を守るため、下のような場所では使用し 
ない。 

• * こ、臓ぺースメーカーや補聴器の近< 

• 病院内や医療用電子機器びある場所 
• 無線機器の使用び禁止されている場所 
• 义災報知機や自動ドアなど自動制御機器の近< 

• 高精度の制御や微弱な信号を扱ラ機器の近< 

本製品の電波の影響を受け、誤作動による事故の原因に 
なるおそれびあります。 

O AC アダプタと電源ケーブルの取り扱いは下の事 
項を巧ス 

• 本製品に付属の AC アダプタと電源ケーブルを使用 


誤って飲み込むと窒息するおそれびあります。万一飲み込 
んだ場合は、ただちに医師に相談してください。 

〇 かな5ず家庭用コンセント (100 V ) で使用する。 

たこ足配線などコンセントや配線器具の定格を超える使い 
方をすると、発熱して乂災の原因になるおそれびあります。 


ずる 

• 電源プラグをコンセントに確実にさし込む 
• 巧くときは、かな5ず電源プラグ部分を持つ 
• プラグ部分のほこりやミちれは定期的に掃除ずる 

誤った取り扱いをすると、火災や故障および感電の原因 
になるおそれびあります。 


〇 何か異常び起こったときに、すぐに AC アダプタと 
電源ケーブルを巧けるよラに設置ずる。 

異常び発生したとさに通電し続けると、火災や故障および 
感電の原因になるおそれびあります。 

0 1 U 下の場合は、本体に触れずに速やかに電源プラグ 
をコンセントか5巧く。 

. 異音、異臭、煙び出ているとき 
• 本体および AC アダプタ、電源ケーブルび故障、 
破損しているとき 
• 内部に液体や異物び入ったとき 
• AC アダプタび異常に熱いとき 

そのまま使用すると、乂災および感電の原因になるおそれ 
びあります。電源プラグを抜くとさは、やけどをしないよラ 
にを意してください。 

0 本製品を濡5したり、濡れた手で触れたりしない。 

故障および感電の原因になるおそれびあります。 


0 AC アダプタや電源ケーブルを傷つけたり加工した 
りしない（無理に引っ張る-曲ずる•ねじる、重い物 
をのせる、ドアなどで挟むなど)。また、傷んだ場合 
は使用しない。 

火災や故障および感電の原因になるおそれびあります。 

0 使用中は本体や AC アダプタ、電源ケーブルに長 
時間触れない。 

やけどの原因になるおそれびあります。 

(\)雷が鳴りだした5、本機や本機に接続されている 
^ケーブル類 ( AC アダプタ、 USB ケーブルなど）に 
触れたりしないでください。また、機器の接続や取 
りがしを巧わないでください。 

落雷による感電のおそれびあります。 

fk 屋外アンテナの設置や工事は専門業萄こ依頼する。 

A けびや感電の原因になるおそれびあります。 


A ま意 


本製品の AC アダプタと電源ケーブルを別の用途に 
^使用しない。また、別の製品の AC アダプタと電源 
ケーブルを本製品に使用しない。 

火災や故障および感電の原因になるおそれびあります。 

〇 本製品を移動するときは、接続している配線をすべ 
てはずす。また、輸送中にぶつけたり落としたりしな 
いようにま意ずる。 

転倒や落下により故障やけびの原因になったり、ケーブルの 
端テび破損したりするおそれびあります。 


〇 長期間使用しないときは、電源プラグをコンセント 
か5巧いておく。 

プラグ部分にほこりびたまると、义災および感電の原因に 
なるおそれびあります。 

〇 本体内部の掃除は121コンタクトセンターに依頼 
する。 

内部にほこりびたまると、乂災および感電の原因になるお 
それびあります。3年に1回を目安に内部の清掃を依頼し 
て < ださい。 


本書について 

-本書では r ワイヤレステレビチューナ」をチューナと表記しています。 

-本書では地上デジタル放送、己 S デジタル放送、11日度 CS デジタル放送を総称して「デジ 
タル放送」と表記しています。 

-本書では11日度 CS デジタル放送を res デジタル放送」と表記しています。 

. 本書で使用している画像は、実際とは異なる場合びあります。 

• 本書の内容の一部、およびすべてを無斷で転載することは禁じられています。 

チューナについて 

-本体に貼ってあるシールは、はびさないでください。 

- BS/ CS パラボラアンテナへの電源供給には対応していません。市販の電源供給器など 
を利用して < ださい。 

-データ放送の受信には対応していません。 

-有料チャンネルを視聴するには各放送局との契約び必要です。契約については、各放送局 
にお問い合わせください。 

-お使いの環境にインターネットびない場合、番組表と予約録画、遠隔予約 （U モート予約） 
がご利用いただけません。 

- Bluetooth および USB 接続の音声機器への出力には対応していません。 

-本製品は 2.4GHz 帯の周波数を使用しているため、電子レンジ等と電波干渉を起こす場合 
びあります。 

-本製品は日本国内での使用を前提に設計されています。故障や感電などの事故を引さ起こ 
すおそれびありますので海がでは使用しないでください。 

-本製品は一般家庭用に設計-製造されています。人命に関わったり、高度な信頼性が必要 
な設備や機器などへの組み込みや制御などへの使用は意図されていません。 

-本製品および本製品のパッケージ（緩衝材を含む）を廃棄する場合は、お住まいの地方自治 
体の条例や規則にしたびって < ださい。 


miniB-CAS カードについて 

- miniB-CAS カードは番組の著作権保護などのためデジタルテレビ放送の視聴に必要なに 
カードです。 miniB-CAS カードびないとデジタル放送を見ることがでさません。 

- miniB-CAS カードは必要のないかざり本体から抜かないでください。 

-本製品び通電状態でカードを抜くと、デジタル放送を受信でさなくなる場合びあります。 
min 旧- CAS カードを本製品から取り出す必要びあるとさは、本製品の電源プラグをコン 
セントから抜いた後に取り出してくださし、また、取り付けるときは、 min 旧- CAS 力ードを 
さしてから電源プラグを接続して < ださい。 

• miniB-CAS カードを紛失-破損などした場合は、 miniB-CAS カードの台紙に記載してい 
るカスタマーセンターにお問い合わせください。 


電液について 

-本製品に同捆の無線 LAN に関するごミ主意（シール）をよくお読みください。 

-本製品は 2.4GHz 帯および氏 2GHz 帯の電波を使用しています。本製品の使用周波数帯 
では、同じ周波数の無線機器や、電子レンジなどの電子機器、工場、製造ラインなどで使用 
されている移動帯識別用の構内無線局および特定ル電力局び運用されています。 

-本製品を使用する前に、近<で移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局が運用 
されていないことを確認してください。 

-万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉び発生した場合、速やかに 
本製品の使用を中止してください。 

-本製品から移動体識別用の特定ル電力無線局に対して電波干渉び発生した場合など、何か 
お困りのとさは、] 2] コンタクトセンターへお問い合わせください。 

-本製品と通信機器との通信距離は、使用環境（建物の構造-材質-障害物、設置状況、電 
波状況など）により異なります。また、映像にノイズが入ったり、通信できなくなったりする 
可能性びあります。 

• IEEE 802.11 a/n (W 已 2) は己. 2GHz 帯の周波数を使用しています。 

- IEEE 802.11 a/n (W 已 2) の電波を屋外で使用することは電波法で禁止されています。屋 
内で使用してください。 

①②③ 

——I——I—I—I 

2.4DS/OF4 


①使用周波数帯域び 2.4GHz であることを表します。 
③変調ち式び DS-SS 方式/ OFDM 方式であることを 
表します。 

③ 想定干渉距離び 40m け下であることを表します。 

④ 全帯域を使用し、かつ r 構内無線局帯域」を回避で 
をることを表します。 


IEEE 802.11 b/q/n 




IEEE 802.11 a/n 
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W52 (5.2GHz 帯36、 40' 
44、 48ch) び利用でをます。 


商標 

• Android は Google Inc. の商標です。 

• Wi-Fi は Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

- DigiOn および DiXiM は株式会社デジオンの登録商標です。 

• iEPG および iEPG デジタル、に ommancl、 テレビ王国はソネットエンタテインメント株式 
会社の登録商標です。 

- 「G ガイド.テレビ王国」は、ソネットエンタテインメント株式会社と株式会社インタラクティ 
ブ-プ□グラム-ガイドび共同で運営する地上デジタル放送に対応したテレビ番組情報ヴー 
ビスです。 

-本ソフトウエアはソネットエンタテインメント株式会社の Command 技術に準拠しています。 
に ommand はソネットエンタテインメント株式会社（サービス名称： So-net) び提供して 
いる iEPG 対応番組サイト r テレビ王国」の U モート予約サービスです。 

-その他の本書に記載している社名および商品名は、各社の商標、登録商標、および商品です。 
-本書では （R) および TM などの商標マークは省略させていただいております。 















































